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　この方法によりデジタル・アーカイビング研究所としても、文
献からだけの理論ではなく、現場で改良された現実性のあ
る理論に仕上げることができる。理論の基になる情報は、主
任研究員があらゆる角度から収集し、体系付け、いつでも利
用できるように準備している。このバックアップ体制により、プロ
ジェクト担当者は2 -3のプロジェクトを並行して進めることが
できるらしい。
　仕事が見つかるのであれば、若い人材も集まるわけであ
る。明知大学だけでなく、他大学生やすでに社会人になった
者も志願できるよう、教育プログラムは夜間、学外でも行われ
ていた。見学したのは、韓国アーキビスト・レコードマネジャー
協会（KARMA）主催の出張講義である。7月21日から毎週
木曜日、6週連続で、ソウル都心で開催されていた。
　講義のプログラムは「法と政治政策」「公的機関のレコー
ド・マネジメントとアーカイブズ」「記録管理基準表」「デジタ
ル・アーカイビング」「コミュニティ・アーカイブ（ソンミ村）」「レコー
ド・マネジメントとデモクラシー」であった。講師陣はその道の
第一人者で、明知大学だけでなく、他大学の教授も協力して
いる。すでに実務についている明知大卒業生のアーキビスト
達が、志願者の相談相手になり、講義終了後、車座（オンドル
の床にすわる習慣）になって話し合いをしていた。出席者の中に
は、記録管理の話は初めてという参加者もいるらしいが、皆、
熱心に講義を聞き、質問をしていた。夜間、仕事が終わって
から集合し、講義終了後さらにディスカッションを重ねている
若者の姿を見て、私は韓国の「勢い」を感じた。
　この派遣プログラムに際し、私は2つのプレゼンテーショ
ンを英語で行った。派遣4日目のディスカッションタイムで
話し合われた内容から、記録管理における解決課題は、日
本も韓国も変わらず、世界共通であることが分かった。
　例えば、訪韓の1週間前にソウル市は大雨で地下鉄まで
浸水し、ソウル市庁の地下書庫も水浸しになった。それで、東
日本大震災で被災した公文書のプレザーベーションの話を
紹介すると、その方法に関心が集まった。私は水損処理のこ
とだけでなく、リスク管理として、組織におけるバイタル・レコー
ドの認定についても触れた。
　さらに、現在、私が取り組んでいるプロジェクト、「高エネ
ルギー加速器研究機構の法人文書管理」について説明を
したところ、論点の後半で触れた「研究開発分野におけるレ
コード・マネジメント」については、韓国でも課題となっている
そうである。研究開発は各分野の専門性が極めて高く、記
録管理で初めて遭遇する内容もあり、機能分類の設定は多
様化して標準化しにくく、試行錯誤している、ということが話題
となった。
　こちらの質問に対しては、予め回答を準備して頂いた。し
かも自動翻訳ではあるが、日本語で提出してくれた主任研
究員もいて、Dr.キム・イッカンはその心意気を誉め、自分が
指示しなくてもスタッフが真摯に取り組んでくれたことに喜ん
でおられた。私はハングルが理解できなかったが、英語で
コミュニケーションが取れたので不自由はしなかった。聞く
ところによると、韓国の高校生は、中国語と英語が必修科目
で、その上、日本語の話し言葉は、漫画で覚える人が多いら
しい。アジアの3言語を話し、英会話もできる韓国の若者は、
確実にグローバル化に向かっている。「グローバル東アジア
学40」の派遣主旨としても、世界を見据えた勉学や研究を
行い、海外で発言できるように、自分を鍛えておくべきである
と思うようになった。お世話になった明知大学の皆様、このよ
うな派遣の機会を与えてくださった東洋文化研究所に、紙
面を借りて改めて感謝を申し上げたい。
1─韓国でいう記録管理とは、レコード・マネジメントとアーカイブズの両方
を一体化して実施することを指している。
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